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によるインタビュー及び電話・メールによる証拠書類の収集を行った結果、当プ

ロジェクトへの方法論 JEAM-SS-E001（Ver.6.0）の適用は実施規則及びポジティ

ブリスト E001（Ver.6.0）に準拠しており、適格性条件を満たしていることを確認し

た。また、重要性の点から適正に表示されており、オフセット・クレジット

（J-VER）制度に依拠して作成されていることを確認した。 

排出量・吸収量算定

（Ⅰ･Ⅱ）  

モニタリング計画書、証拠書類等を文書審査、実査（現地訪問審査）、関係者

によるインタビュー及び電話・メールによる証拠書類の収集を行った結果、当モ

ニタリング計画書における削減量算定は、方法論 JEAM-SS-E001（Ver.6.0）及

びモニタリング方法ガイドライン（排出削減プロジェクト用）（Ver2.3）に準拠してい

ることを確認した。また、重要性の点から適正に表示されており、オフセット・クレ

ジット（J-VER）制度に依拠して作成されていることを確認した。 

モニタリング計画

（Ⅲ～Ⅵ）  

モニタリング計画書、証拠書類等を文書審査、実査（現地訪問審査）、関係者

によるインタビュー及び電話・メールによる証拠書類の収集を行った結果、当モ

ニタリング計画書におけるモニタリング計画は、方法論 JEAM-SS-E001

（Ver.6.0）及びモニタリング方法ガイドライン（排出削減プロジェクト用）（Ver2.3）

に準拠していることを確認した。また、重要性の点から適正に表示されており、

オフセット・クレジット（J-VER）制度に依拠して作成されていることを確認した。 

その他(D) プロジェクト計画書、証拠書類等を文書審査、実査（現地訪問審査）、関係者

によるインタビュー及び電話・メールによる証拠書類の収集を行った結果、関連

する許認可及び関連法令等に遵守していること、環境影響評価及び住民説明

会は該当しないことを確認した。また、重要性の点から適正に表示されており、

オフセット・クレジット（J-VER）制度に依拠して作成されていることを確認した。 

機関の見解 

（サマリー・結論） 

北海道下川町が実施するチップボイラープロジェクトは、ポジティブリストの適

格性条件を満たし、プロジェクト計画書・モニタリング計画書に記載された化石

燃料を代替することによる温室効果ガス削減量情報は、オフセット・クレジット

（J-VER）制度における温室効果ガス削減量の算定及び報告の基準である「化

石燃料から未利用の木質バイオマスへのボイラー燃料代替」方法論 JEAM001

（Ver.3.0）に基づいて作成されており、当制度における重要性基準を満たしてい

ることを確認した。 

また、オフセット・クレジット（J-VER）制度に依拠して作成されていることを確

認し、本プロジェクトに対しオフセット・クレジット（J-VER）認証運営委員会による

登録を行うことを推奨する。 

パブリックコメントの概要 

パブリックコメントの募集期間： 2010年11月16日～11月29日 

 

コメント： 意見募集期間中に頂いたご意見はなかった 

 

妥当性確認機関の見解： 問題なし 

 

                                                  
i 審査担当者、レビュー担当者、外部専門家を含み、それぞれの役割を記載すること。 


